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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
切
な
親
友
。
貴
方
と
共
に

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
５
４
９
Ｒ

【
作
者
名
】

　
セ
ウ
ル

【
あ
ら
す
じ
】

　
タ
イ
ト
ル
で
判
断
し
な
い
こ
と
。

タ
イ
ト
ル
に
従
っ
た
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

間
違
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
守
れ
る
方
の
み
お
読
み
く
だ
さ
い
。

と
あ
る
少
女
達
の
お
話
。

平
和
だ
っ
た
日
常
は
と
て
も
簡
単
に
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
・
・
・
・
・
・
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（
前
書
き
）

タ
イ
ト
ル
で
判
断
し
な
い
こ
と
。

タ
イ
ト
ル
に
従
っ
た
作
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

間
違
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
守
れ
る
方
の
み
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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「
由
紀
ち
ゃ
～
ん
」

「
今
行
く
～
」

仲
良
し
の
瞳
ち
ゃ
ん
。

実
は
、
私
達
は
血
は
繋
が
っ
て
い
な
い
。

住
ん
で
る
家
も
違
う
。
で
も
瓜
二
つ
・
・
・
・
・
・

不
思
議
な
感
じ
だ
っ
た
。

小
学
校
の
と
き
、
こ
っ
ち
に
引
っ
越
し
て
き
た
私
。

そ
し
て
、
瞳
ち
ゃ
ん
と
出
会
っ
た
。

最
初
は
、
み
ん
な
も
、
私
も
驚
い
た
け
ど
、
次
第
に
な
れ
て
・
・
・
・
・

時
折
・
・
・
・
・
・

「
瞳
ち
ゃ
ん
、
ど
う
だ
っ
た
？
」

「
由
紀
ち
ゃ
ん
家
っ
て
面
白
い
ね
～
」

入
れ
替
わ
っ
た
り
し
て
い
た
。

慣
れ
て
く
る
と
、
隣
同
士
の
私
達
は
、
夜
中
に
抜
け
出
し
て
入
れ
替
わ
っ
た
り
。

帰
る
家
を
変
え
て
夜
中
に
戻
っ
た
り
・
・
・
・
・
・

楽
し
か
っ
た
。

け
れ
ど
・
・
・
・
・
あ
る
日
・
・
・
・
・

「
由
紀
ち
ゃ
ん
、
帰
る
よ
～
」

私
が
彼
女
を
呼
ぶ
と
、
由
紀
ち
ゃ
ん
は
ひ
ょ
こ
っ
と
出
て
き
た
も
の
の
、

委
員
会
で
、
帰
れ
な
い
ら
し
い
。

少
し
、
残
念
に
思
い
な
が
ら
も
、
少
し
考
え
、
悪
戯
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

由
紀
ち
ゃ
ん
は
委
員
会
。
私
は
暇
。

な
ら
、
そ
う
だ
。
由
紀
ち
ゃ
ん
の
家
に
帰
っ
て
、
窓
か
ら
抜
け
出
し
て
幽
霊
作
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戦
。

面
白
そ
う
。

先
に
帰
る
と
告
げ
、

ど
ん
な
、
反
応
す
る
か
・
・
・
・
・
変
な
期
待
を
胸
に
帰
路
に
つ
く
。

由
紀
ち
ゃ
ん
の
家
の
ド
ア
を
開
け
る
・
・
・
・
・
・
・

け
ど
、
い
つ
も
の
声
が
無
か
っ
た
。

寝
て
る
の
か
な
？

う
～
ん
。
ど
う
し
よ
う
・
・
・
・
・
・
そ
う
だ
、
由
紀
ち
ゃ
ん
を
待
ち
伏
せ
し

よ
う
。

こ
っ
そ
り
と
、
家
に
入
っ
て
靴
を
袋
に
入
れ
て
、
リ
ビ
ン
グ
の
扉
を
開
け
た
瞬

間
。

そ
れ
ら
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
・
・
。

「
な
・
・
・
・
・
・
・
え
？
」

言
葉
が
で
な
い
、
脚
が
動
か
な
い
。

怖
い
怖
い
怖
い
・
・
・
・
・
・
逃
げ
ろ
逃
げ
ろ
。

白
い
マ
ッ
ト
の
は
ず
が
、
赤
く
血
に
染
ま
っ
て
い
た
・
・
・
・
・

横
た
わ
っ
た
、
由
紀
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
。

微
動
だ
に
し
な
い
・
・
・
・
・
。

寝
て
い
た
・
・
・
・
・
本
当
に
。

死
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。

そ
し
て
・
・
・
・
・
・
・

「
見
た
な
？
」

見
知
ら
ぬ
男
・
・
・
・
・
聴
い
た
こ
と
の
無
い
声
。

足
が
・
・
・
・
動
い
た
。

外
・
・
・
・
・
・
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出
よ
う
と
し
た
と
き
だ
っ
た
。

扉
の
開
閉
音
。

誰
・
・
・
・
・
？

ま
た
、
知
ら
な
い
人
・
・
・
・
・
・
・

リ
ビ
ン
グ
か
ら
の
、
声

「
ち
ゃ
ん
と
見
張
っ
て
ろ
よ
」

あ
あ
・
・
・
・
・
・
仲
間
・
・
・
・
・
。

ど
う
し
よ
う
ど
う
し
よ
う
・
・
・
・
・
・

部
屋
・
・
・
・
由
紀
ち
ゃ
ん
の
・
・
・
・
・
・

階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
、
扉
を
開
け
る
・
・
・
・
が
。

腕
を
つ
か
ま
れ
た
・
・
・
・
・
・

「
ど
こ
行
く
の
か
な
？
」

「
あ
っ
・
・
・
・
・
・
あ
っ
・
・
・
・
・
・
・
・
」

怖
い
怖
い
・
・
・
・
・
助
け
て
・
・
・
・
・
助
け
て
・
・
・
・
・

け
れ
ど
・
・
・
・
・
・
・

「
お
嬢
ち
ゃ
ん
は
な
ん
か
見
た
？
」

に
や
っ
と
男
の
人
が
笑
う
。

「
み
・
・
・
・
・
・
み
て
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
・
」

見
た
と
い
え
ば
、
殺
さ
れ
る
そ
う
思
っ
た
・
・
・
・
け
ど
。

「
嘘
は
い
け
な
い
な
。
」

赤
く
光
る
包
丁
が
・
・
・
・
・
・
最
後
に
見
た
・
・
・
・
光
景
だ
っ
た
。
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夕
日
が
消
え
よ
う
か
と
い
う
頃
に
、
私
は
や
っ
と
玄
関
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。

「
委
員
会
、
長
す
ぎ
・
・
・
・
・
・
」

そ
う
愚
痴
り
な
が
ら
も
、
扉
を
開
け
た
。

異
様
な
空
気
。

そ
う
感
じ
た
。

い
つ
も
の
声
が
無
い
。

そ
し
て
不
意
に
・
・
・
・
背
後
か
ら
の
声
・
・
・
・
・

「
え
っ
と
・
・
・
・
由
紀
ち
ゃ
ん
？
」

「
え
？
あ
っ
は
い
。
」

瞳
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
だ
っ
た
。

い
つ
も
と
様
子
が
違
う
。

「
何
か
・
・
・
・
・
？
」

「
瞳
は
？
」

「
え
？
先
に
帰
っ
た
は
ず
で
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
あ
っ
。
」

「
ど
う
し
た
の
？
」

「
多
分
、
私
の
部
屋
で
待
ち
伏
せ
し
て
る
ん
で
す
。
静
か
に
来
て
下
さ
い
」

私
は
軽
く
手
招
き
し
て
、
瞳
母
を
中
に
入
れ
る
。

驚
か
さ
れ
る
も
ん
で
す
か
。

に
や
っ
と
笑
う
。

静
か
な
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
お
母
さ
ん
は
買
い
物
。

瞳
ち
ゃ
ん
を
私
だ
と
勘
違
い
し
て
る
・
・
・
・
・

自
分
の
部
屋
の
ド
ア
に
手
を
か
け
る
。

そ
し
て
・
・
・
・
・
・
・

二
人
の
悲
鳴
が
、
家
だ
け
で
な
く
、
外
ま
で
響
き
、

隣
人
が
駆
け
つ
け
、
警
察
と
救
急
車
を
呼
ん
だ
。
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「
な
ん
で
・
・
・
・
・
・
こ
ん
な
・
・
・
・
・
・
」

私
に
は
言
葉
が
無
か
っ
た
。

も
し
、
委
員
会
が
な
け
れ
ば
・
・
・
・
・

も
し
彼
女
と
仲
良
く
な
け
れ
ば
。

似
て
さ
え
い
な
け
れ
ば
・
・
・
・
・
・
・

彼
女
が
、
私
の
家
に
行
こ
う
な
ど
と
は
考
え
な
か
っ
た
は
ず
だ
・
・
・
・
・

私
の
せ
い
・
・
・
・
・
・
私
の
・
・
・
・
・
・
・
・

翌
日
・
・
・
・
・
・
１
人
の
女
子
中
学
生
が
死
亡
し
た
。

親
友
と
母
親
を
殺
さ
れ
た
、
そ
の
家
の
・
・
・
・
・
・
・

親
友
の
遺
体
が
転
が
っ
て
い
た
ベ
ッ
ド
の
上
で
、

彼
女
と
同
じ
よ
う
に
、
胸
に
ナ
イ
フ
が
突
き
刺
さ
っ
た
状
態
で
。

ま
る
で
、
彼
女
と
同
調
す
る
よ
う
に
・
・
・
・
死
亡
時
刻
も
秒
単
位
で
一
緒
だ

っ
た
。

彼
女
は
何
故
死
ん
だ
の
か
、
自
殺
な
の
か
、
他
殺
な
の
か
・
・
・
・
・

そ
れ
は
、
解
っ
て
い
な
い
・
・
・
・
・
・
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（
後
書
き
）

特
に
言
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

身
辺
の
防
犯
対
策
は
十
分
で
し
ょ
う
か
。

今
一
度
、
お
確
か
め
下
さ
い
。

在
宅
だ
か
ら
と
、
鍵
を
開
け
て
お
く
こ
と
は
危
険
で
す
。

こ
の
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

感
想
等
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

大切な親友。貴方と共に
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
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発
足
に
あ
た
っ
て
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